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○全体共通事項

・全体各チームの提案に共通する要素として、ガーデンやテラスのような印象

・製作する設置物は各エリアの特色が出るコンテンツや人々が主役となるよう、木を基調としたシンプル

な設えを想定

・各チームから共通提案のあったスツールについては、全体の統一感と汎用性を持たせるために、同じ規

格での製作を想定

・各チームから共通提案のあった案内版や掲示板の規模等については、広告物条例との兼ね合いを確認中

・また自立式の場合、強風や利用者による転倒の恐れに配慮し、検討予定

・人工芝の規格は社会実験後の汎用性を重視

・社会実験期間中における設置物の管理方法は要検討

滞在空間イメージ案に対する再設計（リ・デザイン）に向けた気づき等



○１条の滞在空間案について

• 大型サインの形状、素材は検討予定

• 滞在ユニットの「抜け感」は検討予定

各チームから滞在空間イメージ案に対する再設計（リ・デザイン）方針等

○４条の滞在空間案について

• 掲示板は自立式は倒れてしまう可能性、風を受ける平面積を少なくする方向性で検討予定

• 滞在ユニットは死角を生み出さないように配置に配慮

• 屋根は従来の提案物である「パーゴラタイプ」に変更し、日よけのスクリーン等がつけられる可能性あり

• 可変性のあるスツールについては、統一感を確保するため、他のエリアと同様の箱型のスツールを検討

• ボックス、立席机、ステージ、卓球台、長椅子は、各設置物の用途に応じた耐荷重が異なるため、ひとつ

のもので全ての用途を満たすことは難しそうな印象。それぞれの使い方や耐荷重に応じた製作を想定

• ステージについては、市の備品を活用し、用途に応じ分けることを想定
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○５条の滞在空間案について

• 人工芝の範囲については、予算感を確認。

• 曲線のカットを施した人工芝が社会実験後の汎用性や管理スペース等に支障ないか要確認

• インフォメーションボードの脚は、配置場所によっては通行や視界の妨げになる恐れがあるため、要検討

各チームから滞在空間イメージ案に対する再設計（リ・デザイン）方針等

○７条の滞在空間案について

• 木に寄り添う什器については、外向きにも内向きにもなるベンチで検討予定

扇形により組み合わせて円形やS字にできるものを検討(フレキシブルに活用、設置と保管に留意)

• ドッグアンカーについて中～大型犬が引っ張った時の強度が心配なため、小型犬に限定したり、イベン

ト時にお客さんに試してもらう企画として検討が必要。

• バスキングエリアのポップアップ出店什器について、パーゴラのハーフサイズを活用し、半常設性を確

保することを検討予定
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